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4. 「SRAM / 時計」について

• V7シリーズの内蔵時計を使用する場合、およびSRAMを使用する場合は、V-SFTの [システム設定
(A)]の [SRAM/時計設定 (W)]の [SRAM/時計設定 ]を設定する必要があります。また、日本語変
換機能を使用する場合は、V-SFTの [システム設定 (A)]の [日本語変換機能を使用する ]に
チェックを入れる必要があります。

設定方法については別冊『リファレンスマニュアル』を参照してください。

• V7シリーズの内蔵時計を使用する場合および SRAMを使用する場合、日本語変換機能を使用する
場合は、必ず電池をセットしてください。電源が供給されないと SRAMや時計の内容が保持で
きません。

電池が接続されていない場合、「ローカルメイン」画面上に「電池未接続」メッセージの表示と、

[SRAM/時計 ]スイッチの文字のブリンクで警告します。速やかに対応してください。
電池交換が必要な場合、「電池電圧低下」のメッセージを表示します。

•「ローカルメイン」画面上の [SRAM/時計 ]スイッチを押すと、以下のような「SRAM/時計」画面
が現れます。

この画面は、内蔵カレンダの調整と、SRAMエリアをフォーマット、日本語変換機能における学
習／ユーザー単語領域をクリアするための画面です。
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[SRAM/時計 ]スイッチ

電池未接続、または電池電圧低下の
メッセージで警告します。
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「V7EM-S」装着時 : 増設

「V7EM-S」未装着時 : 内蔵
と表示されます。
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日付と時刻合わせ

1. [←] / [→]スイッチでカーソル移動し、[+] / [−]スイッチで値を変更します。

2. 日付、時刻を合わせたら、[セット ]スイッチを押し、確定します。

3. 上部のカレンダが変更します。

SRAMのフォーマット
SRAMのフォーマットを行うと、前のデータは消えてしまいます。細心の注意をはらってフォー
マットを行ってください。

1. V7EM-S（SRAMカセット）が装着されている場合は「増設」、装着されていない場合は「内蔵」
と表示されます。

2. [フォーマット ]スイッチを押し、次に [実行 ]スイッチを押します。
現在の画面データの形式でフォーマットされます。フォーマットが完了すると「∗∗フォーマッ
ト完了 ∗∗」のメッセージが表示されます。

日本語変換　学習／ユーザー単語領域

学習／ユーザー単語領域のクリアを行うと、登録したデータは消えてしまいます。細心の注意をは

らってクリアを行ってください。

1. [クリア ]スイッチを押し、次に [実行 ]スイッチを押します。正常にクリアされると、「∗∗クリ
ア完了 ∗∗」のメッセージが表示されます。

5. 「拡張プログラム情報」について

「ローカルメイン」画面上の [拡張情報 ]スイッチを押すと、以下のような「拡張プログラム情報」
画面が現れます。

温調 /PLC2Way通信、ラダー転送機能、Modbusスレーブ通信などを設定した画面の場合、ドライ
バや通信パラメータの設定内容を確認することができます。
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